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R6sum6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　L’anglais‘‘To　take　away／out”correspond　au　frangais《〈Aemporter＞＞en　frangais　et　l’allemand，Zum

Mitnehmen．“Le　frangaisθ卿o〃er　remonte　au　latin　po〃are　pr6verb6　par　j〃∂ご．　Dans　la　plupart　des　cas，

x－portare　en　latin　devient　x－po〃er・en　franCais．　Dans　les　langues　romanes，1a　pr6verbation　est　un　moyen　trさs

productifdu　point　de　vue　de　la　formation　des　mots．

　　D’autre　part，αwのソb〃est　un　adverbe　comme　il　en　existe　chez　les　verbes　a　particule　en　anglais．　D’une

maniere　g6n6rale，　les　verbes　a　pr6verbe　en　anglais，　tels　que　ad－　V，　con－V，∂已一V，　ex－V，　en　anglais　derivent　de

leurs　6quivalents　en　fねnCais　et　en　latin．　Les　verbes　a　particule　ont　une　grande　capacit6　a　g6n6rer　des　mots　en

anglais．　En　allemand，　ce　sont　les　vefbes　a　particule　separable（et　ins6parable）qui　correspondent　aux　verbes　a

particule　en　anglais．　Les　verbes　a　particule　s6parable　semblent　etre　des　verbes　pr6verbes　comme　infiniti£

tandis　que　c’est　comme　s’ils　etaient　des　verbes　a　particule　comme　forme　conjugu6e．

　　On　peut　schematiser　comme　suit：

verbe

frangais

em　orter

allemand

mitnehmen

anglais

take　awa

articule r6verbation articule　s6　arable adverbe

radica1 orter　＜Iatin nehmen　＜　　ermani　ue take　くvieux　nordi　ue
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Adiachronic　analysis　of　how　particles　are　lexicalized　in　English，

French，　Geman，　and　Latin．

Shin’ya　MORITA

Abstract

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Take⑳vay／out　in　English　corresponds　to　A　emporter　in　French　and　to　Zum　Mi’t〃ehmen　in　German．　The

French　emρorter　can　be　traced　back　to　the　Latin↓〃de＋portare　by　prefixation．　In　most　cases，　x二portare　in

Latin　evolved　into　xrporter　in　French」n　Romance　languages，　prefixation　is　the　most　common　method　of

word－fbmlation．

　On　the　other　hand，　the　terms　awの・／out　in　the　phrases　take　ewの，／out　have　adverbial　fUnctions　as　English

phrasal　verbs．　Generally　speaking，　prefixed　verbs，　such　as　ad－　V，　con－　V，　de一叱ex－Vand　so　on　in　EngUsh　come

from　French　and　Latin　equivalents．　Phrasal　verbs　are　prevalent　in　English」n　Gemlan，　verbs　with　separable

（and㎞separable）prefixes　correspond　to　English　phrasal　verbs．　The　verbs　with　separable　prefixes　appear　to

be　just　prefixed　verbs　serving　as　an　infinitive，　while　they　apPear　to　be　phrasal　verbs　as　finite　verbs・

　The　structure　can　be　summarized　as　fbllows：

Verb

French

em　orter

　German

mitnehmen

　English

take　awa／out

Particle refixation se　arable　refix adverbe

Root orter＜Latin nehmen＜Gemlanic take　＜Old　Norse

0．はじめに

　二言語が接触する国境の町、フランスのストラスブールおよびドイツのケールでは、ファースト・

フード店の店員やスーパーのレジ打ちの店員も独仏のバイリンガルが多い。ストラスブール中央駅

の駅前のマクドナルドでは、ドイツ人旅行者が下手なフランス語でどうにか注文をし終え、店員

に《〈Aemporter？）〉と聞かれ、理解していないとみるや、フランス人店員が間髪を容れずに”Zum

Mitnehmen？“と聞き返えすという光景をしばしば目の当たりにする。

　また、ストラスブール国際空港に到着すると、到着ロビーへの案内板には、フランス語のArriv6e

と並んで、第二言語としてドイッ語でAnkunftと併記してある。そして、第三言語として申し訳程
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度にArrivalの英語表示が添えられている。

　エールフランス航空の国内線機内アナウンスでも、パリ・ストラスブール間のフライトでは、フ

ランス語によるアナウンスに続くのはドイツ語であり、最後に恐ろしいほどのフランス語のアクセ

ントにまみれた到底英語とは思えないような「英語」でのアナウンスが流れる。

　それに比べて、ロンドン・パリ間のブリティッシュ・エアウェイズの機内放送は、イギリス人の

客室乗務員が「英語」で生アナウンスをした後、録音によるフランス語のアナウンスが流れるとい

う有様である。10年前くらいまでは、フランス人クルーも乗務していて、フランス語も生でアナウ

ンスをしていたが、航空業界の冷え込みなどでフランス語のアナウンスはここ数年、ついに無味乾

燥な録音となってしまった。まだエールフランスの下手な英語の方は、曲がりなりにも生のアナウ

ンスである。

　ところが、ここ最近、エールフランスの国内線のアナウンスに変化が見受けられるようになって

きた。パリ・ストラスブール間のフライトでも、ドイツ語が達者なクルーが乗務していない場合、

ドイツ語の機内アナウンスは省略されるようになってきた。定点観測をしていると、その頻度が高

くなりつつあるのが分かる。

　と同時に、フランスにおける「英語」の地位が上がったのではないかという思いが強くなってき

た。ひと昔前までは、フランス人は「英語」を分かっているくせに、わざと分からない振りをする

と長年言われ続けてきたが、それはもはや時代遅れの認識だと言わざるを得ない。そもそも、大半

のフランス人の「英語」に対する以前の認識は、第一次世界大戦当時首相だったクレマンソーの言っ

た有名な《〈L’anglais，　ce　n’est　jamais　que　du　frangais　mal　prononc6．）〉「英語とは、拙く発音されたフラン

ス語に過ぎない」という言葉が象徴的に示すように、1066年のヘイスティングスの戦い以降に流入

した英語の語彙の大半はフランス語由来のものであるから、フランス人にとっては、英語はフラン

ス語が「設った」ようなものであるというのもうなずける。事実、昔は真面目に勉強などせずとも、

「英語」などはフランス人にとっては、適当に理解できて当然のものであったに違いない。従って、

中高年以上の世代では、「英語」などは真面目に勉強する対象ではないものだから、本気で勉強など

するはずもなく、そういう向きには「英語」を大雑把にしか理解できなかったから、「分からない振

り」をしてごまかしていたとも言えるかもしれない。

　しかし、40歳代より若い世代では、インターネット世代ということも手伝って、英語をまともに

勉強してまともに習得している人も多く、フランスの大学生で英語が出来ないという者はほぼ皆無

と言えるであろう。覚えたてのフランス語を使ってやろうと意気込んでフランスへ到着すると、英

語上手のフランス人が日本人と見るや、得意の「英語」で話しかけて来た日には、出鼻を挫かれた

ような気になってくる。そして、ヨーロッパ中から留学生がやって来るストラスブールのルイ・パ

スツール大学では、キャンパス内は全て「英語」で事足りる有様である。かくして、フランスでは
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近年、英語の地位が大いに上がったわけである。

　他方、フランスにおける二言語接触という点では、南フランスのコート・ダジュール、とりわけ

ニース以東では、イタリア語との二言語話者が非常に多い。特にイタリアに最も近いマントンでは、

ホテル、レストランは言うまでも無いが、小さな雑貨店、薬局、ファースト・フード店、アイスク

リーム屋、果ては中華料理店に至るまで、イタリア語が通じる。そうなると、案内図なども、英語

などは第三に退いて、イタリア語の地位が断然高い。ストラスブールにおけるドイツ語と同様であ

る。

　同じように、サンチアゴ・デ・コンポステラへの巡礼のフランス側の出発点の一つであるサン・

ジャン・ピエ・ド・ポールは、ピレネー山脈の麓にある町で、巡礼事務所は完壁なフランス語とス

ペイン語のバイリンガルである。れっきとしたフランスの国内であるこの町の商店やホテルは英語

よりもスペイン語のほうが優位なのである。ピレネーを越えた最初のスペインの町ロンセスバジェ

スも同様に巡礼事務所をはじめ、町の商店やホテルは英語はほとんど通じずフランス語が優位であ

る。

　さて、前置きが長くなったが、ストラスブールでの一幕を出発点として、Aemporter，　Zum

Mitnehmen，　To　take　away／outの仏独英語のそれぞれの表現の中に見られる接辞や小辞などについて、

以下で議論してゆくことにする。

1．小辞の振る舞い

　前章で触れた、emporterやAnkunftという語彙の語構成を眺めてみると、いずれも接頭辞を伴っ

ていることが分かる。ここを出発点にして、英仏独ラテン語における小辞の役割について概観して

ゆくことにする。

1．1　語構成

　頻繁に見聞きする語彙である、フランス語のemporterおよびarriv6eとドイツ語のmitnehmenおよ

びAn㎞丘であるが、　formation・des・mots（word－formation）を見てみると、どちらも接頭辞＋」吾幹と

いう語構成になっている。もちろん語源は異なるが、内的言語形態はどちらも接頭辞（前綴り）＋

語幹という構成である。そこで、本稿では、フランス語のpr6verbation（接頭辞による語い化）とド

イツ語の分離・非分離の前綴りの振る舞いについて比較しようと思う。

　ドイツ語のmit　1　nehmenは、フランス語ではemporter、英語ではtake　out（イギリス式ではtake　away）

という対応が見られるが、フランス語では完全なpr6verbationによる語構成で、一方の英語では

particule（particle）による本動詞＋小辞（副詞）という構成（phrasal　verb）である。ドイツ語は、不

定法では動詞の前綴りのように見えるが、活用形ではparticule（particle）のような振る舞いを見せる。

一170一



英語・仏語・独語・ラテン語における小辞の振る舞いの通時的考察

　ドイツ語のparticule（particle）の振る舞いは、印欧祖語の「動詞＋小辞」という形式に似ている。

具体的にはギリシャ語の6reos　kata　baino＜＜loin　de　la　montagne，　en　bas，　je　marche＞）つまりく＜je　descends

la　montagne＞）「私は山を下る」という表現を用いるとうまく説明できる。印欧祖語では、　particule

やadeverbe　autonomeが動詞や名詞の意味の関連付けを明確化する役割を果たしていた。

1．2　小辞の定義

　古フランス語はドイツ語の分離動詞とフランス語の接頭辞という分岐点が未分化な状態で見受け

られ、この小辞の振る舞いに関して非常に示唆的である。

　元来、動詞の意味をより明確化する場合、古フランス語では、preverbes「前綴り」、　adverbes「副

詞」、particules　s6par6es「分離ノ」・辞」を用いて表現の幅を広げる手段がとられている。この小辞に関

して、Buridant（2000：540）によると、

　Pour　un　meme　emploi　un　strument　peut　avoir　des　positions　variables　par　rapport　au　verbe：un　pr6fixe

verbal　peut　etre　disjoint　ou　conjoint　au　verbe，　et　fonctionner　ainsi　comme　particule　s6parable，　tells　par－，　re－　et

peut－etre　anciennement　tnes．

さらにこのタイプの小辞を定義すると、Buridant（2000：540）

　Une　particule　separee　est　un　adverbe　fbndamentalement　locatif　jouant　par　rapport　au　verbe　le　r61e　de

vecteur　s6mantique　en　compl6tant　son　s6mantisme，　comme　le　fbnt　les　particules　separables　de　l’allemand

contemporain：hi〃α〃ぷ一gehen＜＜aller　dehors）〉《〈sortir＞＞ou　les　particules　des　phrasal　vεrゐ3　de　l’anglais，

apPel6s　ainsi　verbes　discontinus：τo　go　ouごく＜aller　dehors＞）〈《sortir＞＞

　本来的には、この小辞は意味を補完する働きをしていたもので、動詞との関係は場所の副詞的機

能を持っていた。現代ドイツ語では「分離動詞」、現代英語では「句動詞」に相当するものである。
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これを表にまとめると、以下のようになる。

　　　　　　　　　　　　　Indo・eumpeen：

hnvatiants　a　valeur　spatiale；adverbes　de　phrase

Lξmgues　indo－

?浮窒nP6e皿es

adverbat輌on：lat血 皿iverbation P吻osidons

　　　univαもation　totale

ipre負xes　verbaux）＝1atin

　　　　　皿iverbation　paロielles

iparticules　s6pa旺ables）＝allemand
pr6posee pos中os6e＋d6s口1ence

avec　dるsinences；latm，

@　　　　allemand

sans　d6sinences：㎞gais

@　　　　　　㎞側s

1．3　ラテン語

　ラテン語の具体例を挙げると、eo　trans　flumen〈《je　vais　au－dela　du　fleuve＞》とtranseo　flumen《《je

traverse　le　fleuve＞〉を比較すればより分かりやすいだろう。　Transという語が、　eoと結び、

transeo＜＜traverser＞）となるのがpr6verbationであり、　flumenと結び、　trans　fiumenとなれば前置詞と

してflumenを支配しているという具合である。

　ギリシャ語の例では、kataという語は、　bainoという動詞の方向性を明確化させる機能を持ってい

ると同時に、6reosと結んで前置詞のような役目を果たしているようにも見える。

　ラテン語の場合では、主に、語彙の形成上、動詞と結んでpr6verbationが盛んに行われたが、

lexicalisationの過程で、2つの要素が完全に一つに溶け込んだ現象をuniverbationという。ラテン語

がuniverbation　totaleだとすれば、ドイッ語はuniverbation　partielleということができよう。つまり、

ドイツ語の分離動詞は非分離の場合はラテン語と同じpr6verbationであり、一方分離の場合は、動

詞の意味を明確化するparticule　s6parableとして機能しているのである。

2．語源

2．　1　　x－porter

　フランス語のく＜Aemporter）〉のemporterの語源を見てみると、ラテン語のportareの複合語起源で

ある。

　Alain　Rey（2000：1226）　には、
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　Xes，　enporter：est　un　derive　de　porter，　par　pr6fixation　avec　en－　du　latin　inde《de　ce　lieu＞）

　また、Grand　Robertでは、

　XIIIe；de　em－（en－），　lat．　inde〈《de　la　de　ce　lieu＞＞，　et　porter．

とあり、ラテン語のinde＋portareが語源であるとされている。ラテン語のindeは、「そこから」と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1いう意味の副詞で、この語の語源は、in＋deである。従って、フランス語のAemporter「持ち帰り」

という意味は、現地で食べずに、そこから他の場所へ持ち運ぶことであり、原義に照らせば、非常

に正統的な意味で用いられていることが分かる。

　そこで、ラテン語のportareが起源となっている現代フランス語のporterのその合成語を以下に並

べる。

2．　1．　1　　apporter

　吻ρor’er：v．tr・est　un　emprunt　ancien（aρorter，2e　moitie　Xe　s．）au　latin　apρortare（a　partir　de　Plaute，

T6rence），　forni6　de　ad－《〈a＞＞et　de　portare＜＜porter＞〉，　qui　signifie〈《porter　b　qqn（un　objet，　des　nouvelles））〉．

Les　principales　langues　romanes　ont　un　equivalent：apPortare（italien），　aportar（espagno1，　portugais）．

　（Alain　Rey，　p」72）

　10世紀後半にラテン語からの借用語として広く用いられるようになり、現代のロマンス諸語にも

生き残っている。「持ってくる、運ぶ」などの意味で用いられる。

2．　1．　2　comporter

　Comρorter：v．tr．　est　emprunt6（fin　XIIe　s．）au　latin　comportare＜＜porter，　transporter＞＞，＜＜reunir　dans　un　lieu，

amasser・＞〉，　de　cum　et　portare．

　（Alain　Rey，　p．826）

　ラテン語では「運ぶ」という意味であったが、フランス語では、「一箇所に集める」「含む」など

の意味に発展した。

2．　1．　3　　d6porter

　Dtiporter：v．tr．　est　issu（v．1150）du　latin　deportare，　compos6　de　de－et　portare　qui　signifie〈（emporter，

transporteD），＜＜ramener　avec　soi，　remporter＞＞et＜＜exiler　qqn　de　son　pays＞＞．

　（Alain　Rey，　p．1043）

　もともと「持ち去る」という意味のラテン語deportareが起源のフランス語で、現代フランス語で

は「流刑にする」という意味になった。
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2．　1．4　emporter

　Emρorter：v，tr．　est　un　d6riv6（Xes，　enporter；XIIIes，　em－）de　porter，　par　pr6fixation　avec　en－du　latin　inde

＜＜de　ce　lieu）》

　（Alain　Rey，　p．1226）

　　もともとindeとporterの合成語で、古フランス語ではen一という接辞になり、現代フランス語で

は完全に接辞と語幹が同化してemporterとなった。

2．　1．　5　　exporter

EXporter：v．tr．　refection（XVIes．）de　la　fb㎜e　ancienne鋼o噺（v．1245），　represente　un　emprunt　au　latin

eXportare＜＜porter　hors　de＞），　compose　de　ex－〈《hors　de＞＞et　de　portare＜＜faire　passer，　transporter　amener　au

port）〉．

　（Alain　Rey，　p．1372）

　　17世紀以降、英語の影響を受けて逆輸入されたのは、七つの海を制覇したイギリスの貿易の目覚

しい発展によるところが多い。しかし、英語のexportは、そもそもフランス語から借用された語で

ある。それが再度意味を変えて18世紀以降逆輸入された。

2．　1．6　importer

Importer：v．tr．，　attest6　au　XIVes．（1369　en　Normandie，　puis　en　1382），　est　un　emprunt　au　latin　importare

〈《porter　dans）＞et　employ6　comme　terrne　de　commerce、

　（Alain　Rey，　p．1795）

　　この語も、イギリスとの貿易によって、英語のexportの影響を受けて、用いられるようになった

が、もともとは中世フランス語起源の語彙であった。

2．　1．　7　　reporter

　1～eporter：v．tr」est　deriv6（v．　1050）de　porter　avec　le　prefixe　re－indiquant　la　r《…it6ration，1’action　en　retour・

　R6alisant　1’id6e　de《〈porter　de　nouveau＞）avec　une　id6e　de　mouvement　en　arriere，1e　verbe　signifie

＜＜ramener（un　etre，　une　chose）a　1’endroit　o心　ils　se　retrouvaient　ant6rieurement＞〉・

　（Alain　Rey，3187）

　後ろへの移動という観念を伴って「以前の場所に戻す」という意味になった。

2．　1．　8　supporter

　Supporter：v．tr．　est　une　r6fection　d’aprさs　le　latin（1385）de　soρorter（v．1190），　empnmt　francis6　au　latin
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classique　supportare＜＜apporter　de　bas　en　haut，　transporter　en　remontant）〉，〈《apporter，　amener＞）．　Ce　verbe　est

compos6　de　sub　indiquant　le　mouvement　de　bas　en　haut　et　de　portare＜＜transporter＞〉．

　　（Alain　Rey，　pp．3698－9）

　　ラテン語では「下から上へ運ぶ」が原義であったが、フランス語化されたsoporterを14世紀になっ

て、ラテン語に基． ﾂいて再構築された語彙である。

2．　1．　9　　transporter

　　Transporter：v．tr．　est　emprunte（v」180）au　latin　trasnρortare，　litt6ralement＜＜porter　en　autre　droit＞＞，　de

trans　et　portare・

　　ラテン語では「別の場所に移動する」という意味で、現代フランス語でも原義を保っている。

2．2　ラテン語のportare

Emout　et　Meillet（2001：524－5）においては、語源について以下のように記述している。

　　Portare：faire　passer，　transporter，　amener　au　port

　　De　bonne　heure，　porto，　qui　d’abord　comportait　une　id6e　de　mouvement，　s’est　employe　simplement　comme

synonyme　de／llro　et　de　gero＜＜porter＞＞，　auxquels　il　s’est　finalement　substitU6　en　raison　de　son　caractere　plus

concret　et　de　sa　flexion　plus　r6guliere．

　　ラテン語のportoの原義は、「港へ運ぶ」「移動する」「運ぶ」など「移動」の観念を伴っていた。

後に、feroやgero「運ぶ」の同義語になり、不規則活用動詞のこれらにとって代わり、たくさんの

複合語を残している。

　　以下に、その複合語の例を挙げておく。

λφρorlo：amener（bring），　transporter（carry）；apporter［une　nouvelle／un　malheur］

As－（absり：emporter（take，　take　away）

Co〃1－：transporter　dans　le　meme　lieu（gather　together）

Dθ一：emporter（tal（e，　take　away）

Ex－：porter　dehors，　emporter（take　away）；d6porter（deport），　bannir（banish）

加一：porter　dans，　importer（import）

Re－：reporter（take　back），　transporter　en　revenant，　ramener（bring　back，　take　back）

∫Up－：apporter　de　bas　en　haut（bring　from　the　bottom　up），　transporter　en　remontant；supporter
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Trans－：transporter（carry）

2．3　ラテン語のferoとの関係

Ernout　et　Meillet（2001：．　525）では、以下のように述べられている。

　Ad－，αぷ一（de　absプ，　co〃2－，　de－，　ex－，　im－，　re－，　sUp－，〃ans－porto　et　les　d6riv6s　ordinaires，　tous　avec　le　sens

concret，　tandis　que　les　compos6s　de／llro　ont　souvent　un　sens　moral　d6riv6、

　　ラテン語のportoは、もともと「移動」の観念を伴っていたが、後にferoやgeroの同意語にな

り、《porter＞）の意味を持つようになった。　Portoの意味は具体的な場所の移動の観念が第一義で、

活用も規則的な第1活用ということもあり、比喩的なコンテクストでの使用頻度が高く、動詞の活

用も不規則なferoに取って代わり、複合動詞も多く派生させている。

　以下にferoの複合を挙げる。

4解m：apporter

Auプfero：emporter

Anteプbro：porter　avant，→pr6fるrer

Cit℃um：ノeer（）：porter　autour，→r6pandre

Con－fer（）：porter　ensemble　ou　au　meme　endroit

　　　　　　　→contribuer　a，　comparer，　mettre　aux　prises，　r6unir，　conferer，　trallsporter

De－fero：emporter　ou　apporter（souvent　avec　id6e　accessoire　de　haut　en　bas）

Dif－fero：porter　de　c6t6　et　d’autre，→disperser，　remettre　a　plus　tard，　differer，［se］porter　de　c6t6　et　d’autre，

　　　　　　　§tre　diff6rent

Ecプbro：porter　dehors，　emporter，

　　　　　　　→porter　en　terre，　produire，　faire　sortir　de　terre，　exprimer

Inプbro：porter　dans　ou　contre（avec　id6e　d’hostilit6），　emporter　dans　la　tombe，

　　　　　　→enterrer，　introduire，　apPorter

Of－fero：porter　devant，→presenter，　offrir，　offrir　a　Dieu，　consacrer

・Perプlero：porter　a　travers　ou　jusqu’au　bout，一→endurer，　accomplir，　ex6cuter

Praeプilro：porter　devant，　pr6senter，　mettre　avant，→pr6ferer

Pro－fero：produire　au　dehors，　avancer，→6tendre，　publier

Reプfero：rapPorter，　rendre，　reproduire，　repr6senter，→r6P6ter，　r6pondre
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　Suf－fero：supPorter，→souffrir

　Transプfero：porter　au－dela，　transporter，→transplanter，　transcrire，　traduire

　ラテン語のx－feroの訳語をみると、みなx－porterという動詞が用いられている。しかし、意味は、

portoの合成語が直線的で具体的な意味であるのに対して、　feroの合成語は、比ゆ的に意味が発展し

たケースが多く、定義に挙げたフランス語は最初のものから次第に後ろ（→）にゆくに従って、意

味の変化が激しくなっているのが分かるかと思う。

　このportoとferoの対立に関して、動詞の活用形の違いという観点から考察してみると、日本語

のサ変動詞の混乱に似ている。現代日本語におけるサ行変格活用を見ると、単漢字サ変動詞「愛す

（る）」は、五段活用とサ行変格活用と二股膏薬のような活用形を見せる。例えば、未然形に接続す

る打消しの助動詞を付けてみると「愛さない」（五段）に対して「愛せずに」（サ変）のような例が

挙げられ、ほかにも「辞す」の未然形は、「辞さず」（五段）に対して「辞せず」（サ変）などの例が

見られる。しかし、サ変活用自体が変則的なので、活用がより規則的な方に「類推作用」により、

時間と共に変化してゆくのは、言語の歴史の上では、頻繁に考察される現象である。もっとも、近

年ではサ変の未然形に「さ」という活用を認めるようであるので、これも長い目でみれば、規則活

用の影響を取り込みながら進化した形ともいえなくもない。

　これ以外にも、「あり得る」は「ありうる」と読むべきか「ありえる」と読むべきかは、文語か口

語かの違いではあるが、現代日本語の口語では、併用されている。おそらく、近い将来、より規則

的活用の下一段活用に統一されてゆく運命にあるかと思う。歴史的には、古典語の下二段活用は現

代語では全て下一段活用に変わってしまったのだから、「ありうる」というのは化石が定着したよう

な状態といえよう。

　このように、変格活用は、規則活用へ移行する運命にあり、古典語のナ変とラ変は、現代語では

五段活用になってしまった。現代語では、力変とサ変がまだ生き延びており、他の語に「する」が

付いてサ変動詞を構成するものや、なかでも漢語につく例が多く見られる。「愛する」「論ずる」「味

方する」「運動する」などがその例である。「出席する」「欠席する」などもこの類である。このサ変

動詞は頻度が高いがゆえに、ナ変やラ変のように五段活用化してしまわず、生き延びていると思わ

れるのだが、未然形の混乱はやはり五段活用の影響を受けているといわざるを得ないだろう。外来

語でも「ストップする」「リードする」などはサ変動詞を構成する一方で、「ダブる」「サボる」など

の外来語の一部が日本語化して動詞になったものは五段活用である。

　こうして、規則的活用のラテン語のportoが、不規則活用のferoに取って代わったのと同様に、

古典語のナ変・ラ変動詞も規則的活用の五段活用に代わっていったわけだが、サ変動詞自身も規則

的な五段活用の影響が見られるので、100年後のサ変動詞は、五段活用化しているかもしれない。し

かし、言語の変遷の歴史を見てみると、古典語の力変動詞の「来（く）」は現代語でも相変わらずカ
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変動詞「来る」である。日常生活に頻繁に使う語彙は、不規則活用の動詞が多い。例えば、英語の

go－went－goneなどは過去形のwentにsuppl6tismeが見られ、さらにフランス語のaller「行く」の活

用はje　vais，　tU・vas，　il　va，　nous　allons，　vous　allez，　ils　vontのように全ての人称で形が異なっている。これ

らの動詞もまた規則的活用の影響を受けて乱れたりはしていない。

　類推作用は言語の変遷には不可欠であるが、一方で、全く類推を寄せ付けない類の動詞も存在し

ているのが面白い。サ変動詞などは、新語を作る生産力に長けており、当分はサ変はサ変のまま生

き続けると思われる。

　ラテン語では、規則活用のportoが不規則活用のferoに代わって優勢になったが、　feroは完了が

tUliで完了分詞がlatumと全ての語幹でsuppletismeが行われており、変格活用という点では、群を

抜いていた。英語の語彙には、transferとtranslateという異なる動詞は、前者が不定詞から、後者が

完了分詞から出たもので、どちらもラテン語のtransferoが語源である。このように、同じ語とは思

えないほどの不規則な語幹を持つferoは時代と共にportoに取って代わられたのである。

2．4　ドイツ語のmitnehmen

　ゴート語の語源辞典、Lehmann（1986：267）によると、ゲルマン祖語＊nem一では“receive　legally”

が原義であった。また、ドイツ語語源小辞典、下宮（1992：123）では、ラテン語emere「取る、

買う」と同根であることが示唆されている。以下に、2つの語源辞典の見解を挙げておく。

　ドイツ語語源辞典、Kluge（1989：501）：

　Aussergermaniche　vergleicht　sich　zunachst　eine　Sippe，　die‘nehmen，　kaufen’bedeutet，　aber　allenfalls　eine

Reimvariante　ist：latin　emere‘nehmen，　kaufen．’

Emout　et　Meillet（2001：196）：

　S’il　veut　rapprocher　le　groupe　synonyme　de　gotique刀∫〃lan〈《prendre＞＞，　on　peut　admettre　queη一yserait　le

reste　d’un　ancien　pr6verbe＊ni（qui　se　retrouve　dans　v．h．a．加ぬグ＜＜en　bas＞）soud6　au　verbe・

　ドイツ語のnehemenの語源は、印欧語根の＊nem－‘divide，　assign，　take’から来ている。　Klugeのドイ

ツ語語源辞典とEmoutとMeilletのラテン語語源辞典では、ラテン語のemo「買う」という語の同

根の可能性も示唆している。この語源説に従えば、「テイクアウト」は、とりもなおさず「外で買っ

て、持ち帰る」という第一義に非常に忠実な語源を持つことになる。

　また、現代ドイツ語のnehmenは、古英語では、　nimanが対応するが、現代英語では、もやはnimble
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「すばやい」（本来的にはquick　to　takeという意味から）という語とnumera1「数字」という語に痕

跡をとどめているのみで、英語ではtakeが優勢になった。

　ドイッ語のmitnehmenはまさしく英語のtake　awayに対応するが、語源を考えると、フランス語

のemporterと英語のtake　awayとは小辞の意味と語幹動詞の意味の構成要素の内容が非常に似てい

るのがわかる。まったく異なる系統で発展した言語間にも、内的言語形態の類似性を見出すことが

できる。

　最後に各言語の語構成をまとめてみると以下のようになる。つまり、フランス語のemporterのem一

はラテン語のinde「そこから離れて」を起源に持ち、英語のawayも全く同じ意味を持っている。

フランス語：en十porter＝emporter

ドイツ語：mit＋nehmen＝mit　1　nehmen

英語：take十away＝take　away

　この語源を見てみると、それぞれ、フランス語はラテン語由来の流れをくむ語からなり、ドイツ

語もゲルマン固有の語からなるのに対し、英語は、古英語のnimanは9世紀～11世紀のヴァイキン

グ時代に古ノルド語からの影響で、11世紀以降は古英語のnimanと拮抗していたが、以降takeに取っ

て代わられた。それぞれ、フランス語はpr6verbation、ドイッ語は分離動詞、英語は副詞という小辞

の振る舞いは三者三様の形態を見せている。

3．社会の変化に伴う意味変化

　英語のdriveという語は、古英語では「追い立てる・駆り立てる」という意味であった。後に中

世では、馬車の時代に「馬を駆り立て」ながら馬車を走らせ、近代では自動車の時代になり「駆動

力」を以って車を「運転する」という意味へと変遷していった。

　前述の前置きでストラスブール国際空港の表示で触れたArriveeという語彙の意味の守備範囲も

移動範囲や移動手段の変化に伴って、その意味も変遷していった。

フランス語：arriv6e

ドイツ語：Ankunft

英語：arrival

　これを動詞の形で比較してみると、フランス語はarriver、ドイッ語はan　l　kommen、英語はarrive

である。
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　フランス語のarriv6eの語源は、ラテン語のripa＜＜rive＞〉が同根である。これから派生した＊arripare

（ad＋ripa）がフランス語のarriver「到着する」になったもので、英語のarriveはフランス語経由で流

入した語彙である。ラテン語のripaはフランス語のriveになり、パリのセーヌ左岸・右岸という際

の、Rive　gauche，　Rive　droiteという時のriveである。英語では、　river「川」が同根である。

　Arriver：verbe　intransitif，　est　comme　demarrer，　un　terme　de　marine　dont　le　sens　s’est　61argi．　Il　provient　du

latin　populaire＊arripare，　compos6　de　ad－＜＜a＞＞et　de　ripa＜＜rivage）〉・

Le　verbe　a　d’abord　le　sens　originel　de　accoster，　aborder，　verbes　de　formation　analogue．　Cette　valeur

maritime，　vivante　jusqu’au　XVes．，　coexiste　avec　1’acception　96n6rale（XIIes．）qui　se　r6pand　et　fait　que，　dさs　le

XVIes．，1’origine　n’est　plus　sentie，　sauf　dans　le　contexte　de　la　navigation．

　（Alain　Rey，　p．212）

　また、Grand　Robertの語源では、11世紀の軍事用語とある。この単語の意味の変遷はとりもなお

さず、人間の行動範囲の拡大と一致しており、もともとは川岸に「接岸する」という意味であった

ものが、外国の港へ「入港する」という意味も示すようになり、20世紀の航空機の旅行をするよう

になってからは、空港でも「到着する」いう意味に用いられるようになった。

　まさしく、本稿のきっかけとなった、空港での「到着」を意味する英仏独の三ヶ国語表示を見た

場所にこそ、この単語の意味の変遷の原点を見た思いがするのである。そもそも、「空港」

airport／a6roport／Flughafenという語彙自体からして、航空機の旅になって初めて用いられるように

なった単語であり、Grand　Robertではa6roportの初出は1922年とある。社会変化に伴う造語である。

　一方、ドイツ語のAnkunft「到着」の動詞の形は、　an　l　kommenである。こちらの語源を調べてみ

ると、

　ドイツ語語源辞典Kluge（1989：27）：

　Als　Verbzusatz　zur　Bezeichnumg　der　RichtUng（anlachen），　des　Handlungsbeginns（anbremen），　der

Fortdauer　des　Ergebnisses（a皿binden）．

　ドイツ語のanの語源は、印欧語根では＊anから派生しており、現代英語のonに相当し、「接触」

「接近」などの意味を持っている。英語のonの本質的意味の1つは「接触」の観念である。クルー

ゲのドイツ語語源辞典では、「方向性」「開始」「結果の継続」などを主に意味するとある。

　そこで、ドイツ語の分離動詞を形成す前綴りan一について、主な意味を挙げると、以下のような

例を挙げることが出来る。
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「接触状態」：angrenzen「境を接している」

　　　　　　ankleben　「付着する」

「接触，結合」：annahen　「縫いつける」

「接近」：anziehen「引きつける；（衣服を）着る」

　　　　ankommen　「到着する」

これに見るように、接触・接近の観念を伴うanがkomrnenと共に分離動詞を形成し、「到着する」

という意味になった。ラテン語のad＋ripam《au　rivage／a　la　rive》（‘to　the　shore’）を起源とするフ

ランス語のarriverとは、内的な言語形態もまるで違うが、「接近」の観念は「接岸」するという考

え方に通じるところがある。

4．おわりに

　本稿は、二言語接触の町で触れた表現から着想を得たのだが、ここで、もう一度、結論として、

通時的、共時的な観点から整理しておく。

4．1　共時的分析

　　　　　フランス語

　1五　　　　em　orter

ドイツ語

mltnehmen

英語

take　awa

ノ、 r6verbation articule　se　arable adverbe

き五 orter　latin nehmen　errrlani　ue　take　ancien　nordi　ue

9五 arrlver ankommen arnve

ノ、 r6verbation articule　s《…　arable reverbation

1五 rlve kommen　errnanl　ue nve

　ギリシャ語の6reos　kata　baino《〈loin　de　la　montagne，　en　bas，　je　marche＞〉つまりく＜je　descends　la

montagne）〉「私は山を下る」という表現を借りれば、印欧祖語では、　particuleやadeverbe　autonome

が動詞や名詞の意味の関連付けを明確化する役割を果たしていたと考えられていて、そこから、発

展して、動詞の前つづりになるとpr6verbationとなり、単独で用いられるとadverbeとなった。その

中間がドイツ語で、小辞がそれぞれ、発達して現代の英仏独語のような振る舞いを見せている。
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4　2　通時的分析

語彙：語源

　emporter：inde＋portare（latin）

　mitnehmen：mit＋niman（germanique）

　take　away：taka（ancien　nordique）＋away（vieil　anglais）

　英語のbearは、古英語beran「運ぶ」の意味が、移動の観念に加えて、「運ぶ」際に「携える」こ

とから「担う」「携える」「持つ」などの観念が生じたように、フランス語のporterも「携帯する」

「身につける」などの観念が第一義である。しかし、不思議なことに、接頭辞を伴ったapporterや

emporterは、ラテン語の時の「移動」の観念を依然として残している。ドイツ語のmitnehmenは、

「共に持ち去る」というところから「持ち帰る」という意味になり、接辞と語幹の足し算の内容は、

フランス語とは大きく異なっている。英語では、多義語のtakeの第一義である「その場から持って

離れる」という語義にさらなる意味の明確化のためにaway「離れて」という副詞を添えた。

　一方、arriverの方は、

語彙：語源

arriver：ad－＋ripa（latin）

ankommen：an＋kommen（gemanique）

arrive：arriver＞arrive（フランス語経由）

　フランス語のarriverは、もともと、俗ラテン語の＊arripare「接岸する」が起源であった。もとは

川岸に「接岸する」という意味であったものが、外国の港へ「入港する」という意味も示すように

なり、20世紀の航空機の旅行をするようになってからは、空港でも「到着する」いう意味に用いら

れるようになった。先にも述べたとおり、航空機による旅行が始まる以前は、airportなどという語

彙は存在しなかったが、現代では、arrivalは陸（列車）・海（船）・空（飛行機）のどれにでも使う

ことが可能である。

　また、英語のarriveは完全なフランス語起源であり、クレマンソーの言葉、《《L’anglais，　ce　n’est

jamais　que　du毎nCais　mal　prononce．〉〉を髪髪とさせる語彙でもある。

　語構成という視点では、ラテン語ではもっぱら、preverbationによって語彙の生産が行われていた

が、語幹部分の語源を詳しく調べてみると、原義がどのように意味の変遷を遂げたかが明確に分か

る。特に、2．1で述べたように、ラテン語のx－portareからフランス語のx－porterへの変遷を見ると

pr6verbationの担う意味の大きさに驚くばかりである。これはまさしく通時的な分析の賜物である。
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